
週 報 

2026-2027年度 

第２６４０地区 

例会日  毎週木曜日 12:30 

例会場  紀州有田商工会議所6F 

事務所  〒649-0304 

       有田市箕島33-1 

       紀州有田商工会議所２F 

       有田ロータリークラブ 

         Tel (0737）82-3128 

         Fax (0737) 82-1020 

創 立   昭和34年6月15日 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.aridarc.jp 

e-mail   office@aridarc.jp 

 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2026-2027年度クラブ方針 

「地域に与えられる影響とは何かを

考えよう」～奉仕による社会への影響～ 

 

 

 

 

 

 

  2022-23年度 会長 

  井上 修平 君 
 

 

 

 新年度のスタートにあたり、まずは昨年までの一年間、当

有田ロータリークラブを力強く牽引してくださいました木本

前会長、そして児嶋前幹事に、会員を代表いたしまして心

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３１５７回例会） 

令和８年７月２日(木）  

〔菅原会長〕 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 川口委員長〕 

古谷 恭子 様（第2640地区第2分区 ガバナー補佐） 

松下 瑞良 様（有田南RC 会長） 

赤田 修己 様（有田南RC 幹事） 

樋口 明 様（有田2000RC 会長） 

神山 裕介 様（有田2000RC 幹事） 

桝井 美恵子 様（和歌山特報社） 

山本 秀昭 様（有田タイムス） 

 

 

 

 

 新会員 

 小室 靖浩
こ む ろ  や す ひ ろ

 君 

 昭和45年3月5日生 

 職業分類：石油精製業 

 

 

  令和８年７月９日 第３１５８回 

・委員会活動計画発表 

 

・ソング「四つのテスト」 

  令和８年７月１６日 第３１５９回 

・委員会活動計画発表 

 決算・予算審議 

・ソング「それでこそロータリー」 

１ 

点  鐘 

開催日 

３１５７ Nｏ． 

 謝 辞 

島 海碩 書 

ゲストの紹介 

会 長 

幹 事 
ｸﾗﾌﾞ広報副委員長  

菅原 佳典 

福原 陽司 

井上 修平 

新会員入会式 

記念品授与 

新旧会長・幹事エンブレム引継 

木本隆昭君より新会員 

小室靖浩君のご紹介をし

ていただき、菅原会長よ

り新会員へエンブレムの

贈呈が行われました。 

木本直前会長から菅原会長へ会長エンブレムを 

児嶋前年度幹事から福原幹事へ幹事エンブレムを 

引き継ぎました。 

菅原会長より木本直前

会長、児嶋前年度幹事

に記念品が贈られまし

た。一年間本当にお疲

れ様でした。 



２ 

母子の健康月間 

より感謝と敬意を表します。お二人とも、大役の全う、本

当に本当にお疲れ様でございました。 

 本日、このように新年度の初例会を素晴らしい形で迎

えることができ、安心してこのスタートラインに立つことが

できたのはお二人が築き上げてくださった強固な基盤が

あるからこそです。この一年間のご苦労とご尽力に対し、

まずは深く御礼申し上げます。 

 さて、本日こうして壇上からお二人に感謝の言葉を述

べるのは、大変おこがましい気持ちでございます。お二

人とも人生の先輩であり、日頃から公私ともに本当によく

知る、私が心から尊敬する先輩でいらっしゃいます。た

だ……、一つだけお二人に対して私がアドバンテージを

持っているとすれば……それは、私の方がほんの少しだ

け、ロータリーへの入会が早かったということだけでござ

います。本日はその「少しだけの先輩風」を吹かせるご無

礼をお許しいただき、これまでの感謝と、お二人への最

大の賛辞を贈らせていただきたいと思います。 

 お二人が見せてくださった前年度の活動の中で、特に

私の心に深く残っているのが、みんなで出かけたさくらん

ぼ園でのローテーションデーです。実はこの事業、当初

の年間計画には入っていませんでした。前期のＩＤＭで

出た意見を踏まえ、木本前会長が「これはぜひ形にしよ

う」と急遽組み入れられた奉仕事業でした。当時、奉仕プ

ロジェクト委員長を務めていたのは、他でもない、この私

でございます。 

 木本前会長は、本当に小さなところまでよく目が届く方

です。会員の声や地域のニーズを決して聞き流さず、

「今、何が必要か」を瞬時に察知して、私に「これをやっ

てみないか」とチャンスをくださいました。木本前会長の

その細やかな配慮と、フレキシブルに動ける機動性、そ

して現場を信頼して任せてくださるリーダーシップがあっ

たからこそ、私もその男気に感銘して、あの素晴らしい奉

仕事業を形にすることができたのだと、今でも深く感謝し

ております。 

 そして、そのさくらんぼ園の例会中、児嶋前幹事が昨年

度より始めた独自のプログラムである、有田ロータリークラ

ブ非公認「幹事の時間」でのことです。その時間の中で、

児嶋前幹事が「今日は橋爪誠治さんが休みやから、なん

だか場が暗いですね」とおっしゃいました。児嶋前幹事、

あなたはご自身では気づかれていないかもしれません

が、場を明るくする、小さなことには決してこだわらない、

大らかな魅力にあふれた方です。細やかな気配りの木本

前会長と、この大らかな児嶋前幹事。このお二人の絶妙

なバランスこそが、クラブの面々にいつも「明るい未来」を

見せて元気づけてくれました。 

 そして児嶋前幹事、あなたはすでに、「次年度会長」と

いう大役が決まっておられます。小さなことにこだわら

ず、常に前を向くあなたなら、きっとこの伝統あるクラブを

さらに進化させ、それこそ、「世界がうらやむ有田ロータ

リークラブ」を創り上げてくれると、私は今から確信してお

ります！お二人の名コンビが見せてくれた、「ロータリー

を楽しみ、行動する姿」は、私たちの大きな財産です。こ

れからは、どうぞ肩の荷を下ろしていただき、一会員とし

て例会を大いに楽しんでいただきたいと思います。もし、

新体制が道に迷いそうになったときには、どうぞ遠慮な

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

く、これまで通りの温かいアドバイスをいただけますと幸

いです。 

 最後になりますが、木本前会長、児嶋前幹事のこれま

での素晴らしいご功績に重ねて深く感謝申し上げますと

ともに、お二人の今後のますますのご健勝、ご多幸、そし

てご事業のご発展を心より祈念いたしまして、私の謝辞と

させていただきます。一年間、本当にありがとうございまし

た。お疲れ様でございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有田南ロータリークラブ 

 会長 

 松下 瑞良 様 
    

 
 

2026-2027年度、有田南ロータリークラブの会長を務

めさせていただくことになりました松下瑞良と申します。ど

うぞ宜しくお願い致します。 

 また、平素より皆様方には何かとご厚誼ご指導を賜って

おりますこと、衷心より御礼申し上げます。 

 さて、今年度、弊クラブも50周年を迎えることとなりまし

た。言うは易し、行うは難しです。創立の熱意とご労苦、

それを受け継いでこられた先輩方に思いを馳せ、身の引

き締まる思いです。 

今年度の私のテーマの一つは、回顧と展望です。50

 

委嘱状授与 

ガバナー補佐挨拶 

有田南RC会長挨拶 

地区より委嘱状が届きましたので、菅原会長

より授与されました。 

橋爪誠治君 ：地区幹事 

上野山栄作君：RLI日本支部地区代表委員 

       RLI委員会 委員長 

       地域社会奉仕委員会 委員 

 

 第2640地区第2分区 

 ガバナー補佐 

 古谷 恭子 様より 

 ご祝辞をいただきました 



周年を迎えるにあたり、会長の時間等を通じて創立以来

の歴史を振り返る機会を持ちたいと思っています。その

中から有田南ロータリークラブの魅力とは何なのか、変え

るべきものはあるのか、変えてはいけないものは何

か・・・、そんなことを皆様と共に考え、その上で今後のク

ラブの展望を見据える一年にしたいと思っています。 

 もう一つは、学びと楽しみです。例会や卓話を通して学

ぶことを楽しみ、奉仕を楽しみ、会員の皆様同士が交流

することを楽しみ、例会に参加することが楽しいと感じるク

ラブでありたいと願っています。 

 小さなことであっても、世のため人のためになるような奉

仕を続けつつ、この１年を過ごしていきたいです。 

 貴クラブの益々のご発展と会員の皆様方のご健勝を願

いまして、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 有田2000ロータリークラブ 

 会長 

 樋口 明 様 

 
 

 皆様 こんにちは。 

 有田ロータリクラブの初例会おめでとうございます。 

 私は本年度、有田2000の会長を拝命しました樋口で

す。そして、幹事の神山です。宜しくお願い致します。 

 本日はお招きいただき、有難うございます。そして、菅

原会長、福原幹事ご就任おめでとうございます。 

 今年度も有田3クラブ協力して有田地域を盛り上げてい

きたいと思っています。どうぞよろしくお願い致します。 

 貴クラブの益々のご発展、ご活躍を祈念して私の挨拶

とさせていただきます。本日はおめでとうございます。 

 

 

〔例会運営小委員会 上野山（栄）副委員長 〕 

本日の出席者２２名／２３名 

（うち出席規定免除者７名／７名） 

 

〔橋爪（誠）SAA〕 

菅原君：本日の初例会にご臨席いただきましたゲストの

皆様に心より御礼申し上げます。今日から1年間会長

を務めさせていただきます。一生懸命頑張りますので

皆様何卒よろしくお願い致します。 

福原君：今年度菅原会長のもと、幹事を務めます。皆様1

年間よろしくお願いします。 

ガバナー補佐 古谷様：1年間よろしくお願いいたしま

す。 

有田南RC様：御祝 

有田2000RC様：御祝 

和歌山特報社様：前年度の会長・幹事さん、役員の皆さ

ん、1年間お役目ご苦労様でした。新年度がスタートし

ます。新たなる年が明るく平和である事を願っていま

す。会員皆様方のますますのご隆盛、奉仕活動にま

い進されます事に期待しています。新役員の皆さんの

ご活躍でさらなる有田ロータリークラブの結束を！和歌

山特報社は箕島で生まれ育ち63年となりました。創業

の精神を「社訓」として社員一同励んでいます。皆様の

おかげです。ありがとうございます。 

有田タイムス様：御祝 

成川（守）君：菅原会長年度のスタートをお祝い申し上げ

ます。 

石垣君：菅原会長はじめ役員の皆様、本年度もよろしく

お願いします。 

岩橋君：菅原会長、福原幹事就任おめでとうございま

す。頑張って下さい。 

上野 山（捷）君 ：菅原会 長、福 原幹事、役員、理 事の

方々、一年間よろしくお願い致します。 

橋爪（正）君：有田南ＲＣ、有田2000ＲＣの会長、幹事様、

ようこそお越し下さいました。菅原会長、福原幹事、役

員の皆様一年間よろしくお願いします。 

中村君：菅原会長、福原幹事、1年間御指導を宜しくお

願いします。 

宮井君：初例会おめでとうございます。新会長菅原さん、

幹事福原さん、新役員理事の皆様一年間ご苦労様で

す。 

成川（雅）君：初例会おめでとうございます。会長菅原さ

ん、幹事福原さん、新役員様よろしくお願い申し上げ

ます。 

松村君：菅原佳典会長、福原陽司幹事、ご就任おめでと

うございます。1年間よろしくお願いします。有田南ロー

タリークラブ会長幹事様、有田2000ロータリークラブ会

長幹事様、ようこそお越し下さいました。 

中元君：菅原会長、福原幹事、一年間どうぞ宜しくお願

いいたします。 

上野山（栄）君：有田南クラブ、有田2000クラブの会長幹

事様、又特報社・有田タイムス様、ご出席ありがとうご

ざいます。菅原会長、福原幹事、本年度はりきってお

願い致します。 

井上君：木本直前会長、児嶋直前幹事、一年間お疲れ

様でした。菅原会長、福原幹事、一年間よろしくお願

いします。 

川口君：本年度初例会、菅原会長をはじめ役員の皆様よ

ろしくお願いいたします。また例会を皆さんで盛り上げ

て行きましょう！ 

木本君：菅原会長、福原幹事、1年間宜しくお願い致しま

す。小室靖浩さん、ご入会おめでとうございます。これ

からのご活躍を期待しています。 

児嶋君：本日初例会、新会長・幹事、一年間よろしくお願

い致します。来賓の方々、御出席誠にありがとうござい

ます。 

北畑君：本日、初例会よろしくお願いします。 

嶋田君：菅原会長、福原幹事、1年間よろしくお願い致し

ます。有田南ロータリー会長様、有田2000ロータリー

会長様、ようこそお越し下さいました。 

酒井君：菅原会長、本年度よろしくお願いします。 

橋爪（誠）君：菅原会長、福原幹事、健康に留意頂き、ク

ラブの舵取りよろしくお願いいたします。 

３ 

母子の健康月間 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

有田2000RC会長挨拶 



 

 

 

  2026-2027年度 

  有田ロータリークラブ 

  会長 

  菅原 佳典 君 

 

 

 「地域に与えられる影響とは何かを考えよう」 

 ～奉仕による社会への影響～ 
 皆様こんにちは、改めまして有田ロータリークラブ2026-

2027度会長を拝命賜りました菅原佳典です。よろしくお

願いいたします。 

 まず初めに国際ロータリー2640地区第2分区ガバナー

補佐 古谷 京子様、有田南ロータリークラブ 松下 瑞

良会長様、赤田 修己幹事様、有田2000ロータリークラ

ブ 樋口 明会長様、神山 裕介幹事様、和歌山特報社 

桝井 美重子社長様、有田タイムス 山本 秀昭様、本

日は有田ロータリークラブの本年度初例会にご臨席いた

だき、またお心遣いをいただき御礼申し上げます。 

 古谷ガバナー補佐様におかれましては、この後のクラ

ブ協議会にもご出席いただくことで長時間となりますがよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは会長就任にあたりまして本年度 クラブの運営

方針をお伝えさせていただきます。 

 本年度RI会長の オラインカ・ハキーム・ババロラ氏 から

のメッセージは、「CREATE
ク リ エ イ ト

 LASTING
ラ ス テ ィ ン グ

 IMPACT
イ ン パ ク ト

 ― 持続

可能なインパクトを生み出そう ―」です。 

 「IMPACT」は日本語では一般的に「衝撃」と訳されるこ

とが多いと思いますが、そのほかにも「影響」「当たり」「震

動」などの意味があります。私が受け取ったババロラ氏の

いうIMPACTの意味は、この中でも「影響」と捉えました。

そのことから、CREATE
ク リ エ イ ト

 LASTING
ラ ス テ ィ ン グ

 IMPACT
イ ン パ ク ト

は「持続可能

な影響を生み出そう」と訳すことが、より分かりやすいので

はないかと考えました。これは、ロータリーが社会に対し

て継続的に影響を与えていくことの重要性を示している

ものと理解できると思います。 

 そこから本年度のクラブテーマは、「地域に与えられる

影響とは何かを考えよう」といたしました。 

 私たちがロータリー活動を通じて地域社会に影響を与

え続けるためには、どのようにすればよいのか、またどの

ような影響を与えることができるのかを改めて考える必要

があると思いました。そして、「影響」すなわちIMPACTを

生み出し、与え続けるためには、まず会員一人ひとりが

基本に立ち返り、ロータリーの意義や理念を理解し、再

認識することから始まるのではないかと思いました。 

 私も含め、入会年数も浅く、ロータリーの理念をまだ十

分に理解しきれていない会員もおられることと思います。

本年度は例会を通じて、そのような会員もロータリーにつ

いて理解を深める機会を創りだすとともに、諸先輩方に

おかれましても、僭越ながら 今一度ロータリーの理念を

振り返っていただける場を設けたいと考えております。そ

して、例会を通じて地域に与えられるインパクトのヒントを

つかむことができればと思います。 

 ただ、そうは言いましても先ずは例会そのものが楽しく

ないといけないと思います。そのうえで会員の皆様に興

味を持って聞いていただけるような卓話が必要なことは

確かだと思います。 

 その点につきましは歴代の会長の方々は何かとご苦労

され卓話者の選定と招聘をされてきたと思います、今年

度もできるだけ興味のあるお話をしていただける外部卓

話者をおよびできればと思っています。 

 そして、ここ数年開催してこなかったロータリーカレッジ

についても年度前半の11月15日に開催したいと考えて

います。有田の3クラブの会員の皆様をはじめ多くのロー

タリー会員の皆様のご出席をお待ち申し上げます。 

 また、今年度の新しい試みとしてＲＬＩをクラブ内で開催

したいと思います 幸い私たちのクラブにはＲＬＩのファシ

リテーターの方が3名もいらっしゃいます クラブ会員の

皆様にＲＬＩとはどのようなものか、その一部でもよいので

経験していただければと企画しております。 

 本年度で3年目を迎える「未来へキックオフ！」ですが 

本年度も昨年、一昨年に引き続き１月の末のサッカー教

室、そして2月11日のロータリーカップを開催いたします。

皆様のご協力何卒よろしくお願いいたします。 

 私はこの有田ロータリークラブに入会させていただいて

以来、早いもので10年が過ぎました。 

 有田ロータリークラブが設立されたのは今から68年前の

1959年でした。私も1959年の生まれで同期のような気持

ちがありますがそれだけの歴史のあるクラブで会長職を

お受けすることは喜びであるとともに大きな責任を感じて

おります。私自身 年齢を重ねるとともに、ロータリー歴も

10年となりましたが このたび会長を引き受けさせていた

だいた今もなお、正直なところ、私自身の経験はまだま

だであり、心もとなさを感じており、これからの一年をしっ

かり務め上げられるのか、不安な気持ちでいっぱいで

す。 

 しかしながら このクラブには、心強い仲間である会員

の皆様がいらっしゃいます。皆様のお力添えなくしては、

この一年を乗り切ることはできません。どうか、皆様のお

力とご助言を賜りながら、有田ロータリークラブの会長とし

て、この一年を一歩一歩、全うしてまいりたいと存じます。 

 皆様、一年間 何卒よろしくお願い申し上げます。 

 本日は皆様のご出席 誠にありがとうございました。 

 

 

 

   

  2026-2027年度 

  有田ロータリークラブ 

  副会長 

  中村 吉伸 君 

 

 
 この度は副会長の大役を仰せつかり身の引き締ま

母子の健康月間 

４ 

会長就任挨拶とクラブ運営方針の発表 

副会長就任挨拶 



る思いです。本年度菅原会長は「地域に与えられる

影響とは何か」をテーマとされており、地域への奉

仕活動に重点を置かれております。本年度も青少年

奉仕事業として「未来へキックオフ」を継続事業と

していただいており、地域へロータリーをアピール

する素晴らしい機会を与えていただいております。

１年間副会長として菅原会長をお支えし、活気ある

ロータリー活動に協力して参りたいと思います。 

 

 

 

  2026-2027年度 

  有田ロータリークラブ 

  幹事 

  福原 陽司 君 

 

 
 皆様こんにちは。ゲスト並びにビジターの皆様、本日は

お忙しい中ありがとうございます。幹事就任挨拶と幹事報

告をさせて頂きます。 

 さて、わたくし事ではありますが、信用金庫時代入会し

成川先生のもとでお世話になって早6年、今年度は9年

目となります。 

 RI会長メッセージであります「持続可能なインパクトを生

み出そう。」そのインパクトを菅原会長は「影響」と取られ

ておりますが、衝撃に近い影響であろうとわたくしはとら

えております。 

 今年度のクラブテーマは「地域に与える影響とは何か

を考えよう」でございますが、今一度ロータリークラブの意

義や理念を理解し、皆様と共に学び共有し、菅原会長を

支え頑張っていきたいと思っておりますので皆様の御指

導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。 

 

〔福原幹事〕 

1.RI日本事務局 財団室NEWSが届いています。 

2.2640地区ガバナー事務所閉所、開所の案内が届いて

います。 

 

 

※奉仕プロジェクト委員会〔酒井委員長〕 

 有田川クリーン作戦について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母子の健康月間 

５ 

 幹事報告  

委員会報告 

幹事就任挨拶 

例会風景 

閉会・点鐘 〔菅原会長〕 

2026-2027年度 

有田ロータリークラブ 初例会（菅原年度） 



 

６ 

有田川クリーン作戦 
日時：2026年7月5日（日）AM7：00～ 


